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Robert Boyle (1627-1691) was one of the first natural philosophers who commenced to 
make the scientific experiments public in the conference of the Royal Society of London. This 
meeting was semi-closed, limited about 50 members, the Fellows of the Royal Society though. 
Following this virtuoso Boyle, F. Hauksbee (1660-1713), J.T. Desaguliers (1683-1744) and other 
opened the door which closed up common people through arranging the public science lectures 
in London in 1700's.
Especially, F. Hauksbee contributed greatly to science education reform. First of all, he 
succeeded Boyle's study by using the air pump. Second, the original improvements on the air 
pump by him made it easy to carry out many experiments in front of people, because his pump 
was tough, reliable and easy to use. Not only manufacturing pumps for his own use, he sold 
them to other curious persons who want to try the experiments by themselves. Finally, he also 
improved social technology which made it easy to access for the laboratory, inviting citizens to 
the public science lectures. Any people became to be able to take part in experiments performed 
by Mr. Hauksbee, the Fellow of the Royal Society there, if they just pay some fee. 
 He worked as a lecturer, a promoter and a provider of the equipment of the public science 
lectures which started in 1700's. It is sure that T. H. Desaguliers was a crucial successor of F. 
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その後 1 年の間に 40 以上の実験を遂行し，1660 年冬にその成果を発表した 2。ボイルはこれら
の実験をオックスフォード在住中に行ったのだが，1660 年ロンドンに王認学会が設立され，ボイ
ル自身もロンドンに移住すると王認学会の会員と共に研究活動を行うようになり，1661 年 5 月





ついては 1661 年 2 月 13 日，デンマーク大使が学会の会合に訪れた際「ボイル氏の空気ポンプの
実験を楽しまれた」との記事が最初である 4。1662 年 5 月 7 日には「ボイル氏のポンプのはたら
きが本会の会員数人によって自らの腕でもって確かめられた。彼らは空気が抜き出されると，自分
の腕がレシーバの中に引き込まれるのを体験した」とある 5。1669 年に出版した『空気ばね論 続
編 第 1 部』では，ボイルは空気ポンプの中に生物を入れて空気を抜く実験については何も報告し








ひとつを「マクデブルグの実験」と称して追試している 8。1672 年 11 月 6 日にはゲーリケ著『マ
クデブルグの新実験』がフックによって紹介され，そこに収められた硫黄玉の実験の追試が提案さ
れている 9。王認学会の会員自らが実験台になったこともあった。1671 年 2 月から 3 月にかけて
フックは巨大な容器を制作し，その中に入って空気を抜いた状態を体験したという記録がある 10。
王認学会ではその後も実験助手としてパパンを迎えて空気ポンプを使った実験を継続し，その成果
2  Robert Boyle, New experiments physico-mechanical: touching the spring of the air, and its effects,  1660.
3  Thomas Birch, History of the Royal Society of London,  rev. ed., 1968, Vol. 1, p. 23.
4  Ibid.,  p. 16.
5  Ibid.,  p. 82.
6  Ibid.,  p. 83.
7  Shapin and Shaffer, Leviathan and Air Pump,  1985，p. 235, p. 277.
8  Thomas Birch, op. cit.,  pp. 414-428.1664 年 4 月 13 日，4 月 27 日，5 月 4 日，5 月 25 日 .
9  Ibid.,  Vol. 3, p. 59.
10 Ibid.,  Vol. 2, p. 473.
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は 1682 年『空気ばね論　続編 第２部』にまとめられた 11。
　公開の場で実験を行い，社会的に認定された事実を基礎にして議論をすすめようとする王認学会の
姿勢は王政復古期の政治的，宗教的混乱を背景にした研究戦略の一環であったと指摘されている 12。
























11 Robert Boyle, A Continuation of New Experiments Physico-Mechanical,  1682.
12 Steven Shapin, “Pump and Circumstance: Robert Boyle's Literary Technology,” Social Studies of Science,  November 1984 ,vol. 
14, no. 4, pp. 489.
13 とはいえボイルは当時の多くの技術者がその技術を秘匿しているという条件に阻まれて，自らも上述のような公準を必ず
しも遵守できていない点について弁解をしている。ref. Robert Boyle, “A Preominal Essay wherein with some considerations 
touching Experimental Essays in General,” 1661, M. Hunter ed., 1999. p. 31.
14 松野　修「ロバート・ボイル『空気ばね論』（1660）における実験立会人」『愛知県立芸術大学紀要』45 号 , 2016 年。松野　修「ロ
バート・ボイルの実験室——ボイル『空気ばね論』（1660）と『空気ばね論続編第１部（1669）の分析を中心に——」愛知県

































15 R. E. W. Maddison, The Life of the honorable Robert Boyle,  1969, p. 107.
16 Ibid.,  p. 120.
17 The Diary of John Evelyn ,Vol. 2, (1647-1676), reprint ed. 1906, p. 216.
























のだ」。「わたしは 1710 年から今日［1734 年］まで，連続講座を 121 回やってきた。現在，実験










19 永田英治『たのしい講座を開いた科学者たち——科学と科学教育の源流——』星の環会 ,2004 年，54 ページ。
20 J.T. Desaguriers, A Course of Experimental Philosophy,  1st. ed., 1734, Preface.

























ルが空気ポンプについて書いたあと，1704 年にホークスビーが再び書き始めるまで 30 年間は空
白時代だった」と指摘しているが 23，それだけでなくホークスビーが行った研究はまちがいなくボ






22 Alan Mortton & A. Wess, “Science as Polite Culture Early scientific lectures in London 1700-45,” in Public and Private Science 
The King George III Collection,  1993, pp.40-54.
23 Terje Brundland, “From medicine to natural philosophy, Francis Hauksbee's way to the air pump, ” The British Journal for the 




























ろに呉服商として徒弟に入ったのち，1669 年 1 月，自らが製造する医療機器について初めて新聞
の広告を出した。その記事には「これはこれまでとちがったやり方で瀉血をするための道具」であっ




24 松野　修「ロバート・ボイルにおける空気ポンプの構造と操作法」日本物理教育学会にて発表， 2015 年 8 月九州大学。














な器具を開発するに至った。1701 年 11 月 13 日，ホークスビーは新しい空気ポンプを販売する
と広告する。ホークスビーがこのとき宣伝したポンプは，ハリスが『器械学事典』（1704 年刊初




　さて 1703 年 3 月にフックが死去すると同年 11 月 30 日にニュートンが王認学会の会長に就任















25 John Harris, Air Pump, in Lexicon Technicum,1704.
26 Alan Mortton & A. Wess, op. cit.,  ｐ .48.


































28 以上は Terje Brundtland, “Francis Hauksbee and His Pump,” Notes and Record The Royal Society Journal of the History of 
Science,  2012, no. 66, pp.253-272 による。ほかに Terje Brudtland, “After Boyle and the Laviathen: the second generation of 
























う頼んだ。最初にわたしたちは〈図版 VII の 6〉に載っている実験を見せてもらうことにした。ガ
ラスレシーバの中にどうやって絹の糸を吊り下げるのが，どうやって空気ポンプを使ってその中の
空気を抜き出すのか，順を追って見せてもらった」。









29 Translated an edited by W. H. Quarrell and Margaret Maret, the Travels of London in 1710 the travels of Zacharias Conrad 





























気ばね論　続編第 1 部』の「実験９」で行っている。同じ実験はホジスンとホークスビーが 1706
年ごろに広告した公開講座のパンフレットでも見せることになっていた 34。しかし容器の形状に
30 Francis Hauksbee, Physico-Mechanic Experiments of Various Subjects,  1709, reprint ed. 1970.
31 この実験は 2016 年 12 月 23 日，岡崎自然科学研究機構カンファレンスセンターで開催された大道仮説実験ワークショップに
おいて，吉川辰司が自作の装置によって再現した。
32 Robert Boyle, op. cit.,  1660, pp.265-270. Robert Boyle, A Continuation of New Experiments Physico-Mechanical,  1682, M. 
Hunter ed., 1999. pp. 152-153.
33 Ibid.,  pp.169-170
34 “An Account of Hydrostatical and Pneumatical Experiments To be perform'd in the Course, at the House of Mr. Hauksbees, in 


















1714 年７月に王認学会の会員になり，翌年 1715 年秋からはウェストミンスターのチャネルロー










　1741 年 3 月 6 日，ロンドンに駐在していたプロイセンの外交官ビールフェルト男爵（Baron 
Jacob Friedrich von Bielfelf）はベルリンの友人ヨルダンに宛てて手紙を書いている。「当地での仕
事は荷が重い」などとグチをこぼしたあと，彼はこう続けている。「わたしは毎週２回，自分の仕
35 Otto von Guericke, Experimenta Nova (ut vocantur) Magdeburgica de Vacuo Spatio,  1672, 松野　修訳『真空空間に関する（い
わゆる ) マクデブルグの新実験』2009 年，楽知ん研究所刊，60-62 ページ。
36 Audrey T. Carpenter, John Theophilus Desaguliers,  2011, p. 28.






1 回の講義は約 2 時間。物理学の連続講座には 22 回，天文学の連続講座には 16 回の講義があった。」
　この講義ではいろいろな実験が実演された。その目次には器械学には 17 の実験，流体静力学に



























38 J. T. Desaguliers, A Course of Experimental Philosophy,  1734.



































40 William Vream, A Description of the air-pump,  1717.


























なんともない。それらはすべて 1600 年代における科学実験研究に，1700 年代における公開科学
講座に祖先を見つけることができる。なぜなら板倉聖宣が指摘するように 45，科学教育は科学とと
もに生まれたのだから。
42 Brian Simon, Studies in the History of Education 1780-1870,  1960.
43 a Philosopher giving a Lecture on the Orrery, an Experiment on a Bird in the Air Pump.
44 Nicolas Hans, op. cit., pp.  209-210.
45 板倉聖宣『科学と科学教育の起源』，2000 年，仮説社刊，2 ページ。
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